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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月10日(2009.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の機能を備える画像処理装置であって、
　前記画像処理装置が備える複数の機能に対応した複数のプログラムを記憶するプログラ
ム記憶手段と、
　電源オフ状態又は省電力状態において、前記複数の機能のいずれかの選択の指示を受け
付ける受付手段と、
　前記受付手段が受け付けた機能に対応するプログラムを他の機能に対応するプログラム
よりも先に前記プログラム記憶手段から読み出して起動するように制御する制御手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記複数の機能の起動順序を設定する設定手段を有し、
　前記制御手段は、前記受付手段が受け付けた機能に対応するプログラムを起動し、その
後、他のプログラムを前記設定手段に設定された起動順序に基づいて起動することを特徴
とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記受付手段は、電源起動又は前記省電力状態からの復帰の指示を受け付ける機能も兼
ねることを特徴とする請求項１又は２記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記受付手段は、前記画像処理装置が備える複数の機能毎に対応したキーを備えること
を特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記受付手段は、複数の機能の指示を受け付け可能であることを特徴とする請求項１乃
至４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　複数の機能を備える画像処理装置であって、
　前記画像処理装置が備える複数の機能に対応した複数のプログラムを記憶するプログラ
ム記憶手段と、
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　ユーザ情報毎に優先的に起動する機能を示す優先機能選択情報を記憶するユーザ情報記
憶手段と、
　電源起動時又は省電力状態からの復帰時に、ユーザ情報を入力する入力手段と、
　前記入力手段により入力されたユーザ情報に対応する優先機能選択情報が前記ユーザ情
報記憶手段に記憶されている場合、該優先機能選択情報に対応するプログラムを他の機能
に対応するプログラムより先に前記プログラム記憶手段から読み出して起動するように制
御する制御手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　前記入力手段は、着脱可能な記録媒体からユーザ情報を読み取ることによりユーザ情報
を入力することを特徴とする請求項６記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記ユーザ情報記憶手段は、ユーザ情報毎に、電源遮断前又は前記省電力状態への移行
前に使用された機能を前記優先機能選択情報として記憶することを特徴とする請求項６又
は７記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記着脱可能な記録媒体は、カード型の認証カードを含むことを特徴とする請求項７に
記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　複数の機能を備える画像処理装置であって、
　前記画像処理装置が備える複数の機能に対応した複数のプログラムを記憶するプログラ
ム記憶手段と、
　電源起動時又は省電力状態からの復帰時に、原稿から画像を読み取る読取手段、又は、
前記読取手段に原稿を給装する給送手段に原稿がセットされていると判定した場合には、
前記複数の機能のうち原稿読み取り動作を行う機能に対応するプログラムを他の機能に対
応するプログラムより先に前記プログラム記憶手段から読み出して起動するよう制御する
制御手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、電源起動時又は前記省電力状態からの復帰時から特定の時間内に、前
記読取手段又は前記給送手段に原稿がセットされた場合には、前記複数の機能のうち原稿
読み取り動作を行う機能に対応するプログラムを他の機能に対応するプログラムより先に
前記プログラム記憶手段から読み出して起動するよう制御することを特徴とする請求項１
０記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　複数の機能を備える画像処理装置であって、
　前記画像処理装置が備える複数の機能に対応した複数のプログラムを記憶するプログラ
ム記憶手段と、
　前記画像処理装置が備える複数の機能に関する操作指示を受け付ける操作部と、
　電源起動時又は省電力状態からの復帰時に、前記操作部が前記複数の機能のいずれかに
対応する操作指示を受け付けた場合には、前記複数の機能に対応する複数のプログラムの
全てを起動することなく前記操作指示を受け付けた機能に対応するプログラムを前記プロ
グラム記憶手段から読み出して起動するよう制御する制御手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項１３】
　複数の機能を備える画像処理装置であって、
　前記画像処理装置が備える複数の機能に対応した複数のプログラムを記憶するプログラ
ム記憶手段と、
　前記機能毎の使用回数を記憶する使用回数記憶手段と、
　電源起動時又は省電力状態からの復帰時に、前記使用回数記憶手段に記憶された機能毎
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の使用回数に基づいて、優先的に起動する機能を選択する選択手段と、
　前記選択手段が選択した機能に対応するプログラムを他の機能に対応するプログラムよ
り先に前記プログラム記憶手段から読み出して起動するように制御する制御手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項１４】
　前記使用回数記憶手段は、前記機能毎の使用回数をユーザ情報毎に記憶するものであり
、
　前記選択手段は、電源起動時又は省電力状態からの復帰時に、入力されるユーザ情報に
対応して前記使用回数記憶手段に記憶された機能毎の使用回数に基づいて、優先的に起動
する機能を選択することを特徴とする請求項１３記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　複数の機能を備える画像処理装置であって、
　前記画像処理装置が備える複数の機能に対応した複数のプログラムを記憶するプログラ
ム記憶手段と、
　外部装置と接続するための１つ以上のインターフェース手段と、
　電源起動時又は省電力状態からの復帰時に、前記インターフェース手段の接続状態に基
づいて、前記画像処理装置が備える複数の機能のうち、優先的に起動する機能を選択する
選択手段と、
　前記選択手段が選択した機能に対応するプログラムを他の機能に対応するプログラムよ
り先に前記プログラム記憶手段から読み出して起動するように制御する制御手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項１６】
　前記選択手段は、外部装置との通信手段が接続状態であると判定した場合には、送信機
能を選択することを特徴とする請求項１５記載の画像処理装置。
【請求項１７】
　前記制御手段は、公衆回線との通信手段が接続状態である場合には、ファクシミリ機能
を選択することを特徴とする請求項１５記載の画像処理装置。
【請求項１８】
　複数の機能を備える画像処理装置の起動方法であって、
　前記画像処理装置が備える複数の機能に対応した複数のプログラムをプログラム記憶手
段に記憶するプログラム記憶ステップと、
　電源オフ状態又は省電力状態において、前記複数の機能のいずれかの選択の指示を受け
付ける受付ステップと、
　前記受付ステップが受け付けた機能に対応するプログラムを他の機能に対応するプログ
ラムよりも先に前記プログラム記憶手段から読み出して起動するように制御する制御ステ
ップと、
を有することを特徴とする画像処理装置の起動方法。
【請求項１９】
　複数の機能を備える画像処理装置の起動方法であって、
　前記画像処理装置が備える複数の機能に対応した複数のプログラムをプログラム記憶手
段に記憶するプログラム記憶ステップと、
　ユーザ情報毎に優先的に起動する機能を示す優先機能選択情報をユーザ情報記憶手段に
記憶するユーザ情報記憶ステップと、
　電源起動時又は省電力状態からの復帰時に、ユーザ情報を入力する入力ステップと、
　前記入力ステップにより入力されたユーザ情報に対応する優先機能選択情報が前記ユー
ザ情報記憶手段に記憶されている場合、該優先機能選択情報に対応するプログラムを他の
機能に対応するプログラムより先に前記プログラム記憶手段から読み出して起動するよう
に制御する制御ステップと、
を有することを特徴とする画像処理装置の起動方法。
【請求項２０】
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　複数の機能を備える画像処理装置の起動方法であって、
　前記画像処理装置が備える複数の機能に対応した複数のプログラムをプログラム記憶手
段に記憶するプログラム記憶ステップと、
　電源起動時又は省電力状態からの復帰時に、原稿から画像を読み取る読取ステップ、又
は、前記読取ステップで原稿を給装する給送手段に原稿がセットされていると判定した場
合には、前記複数の機能のうち原稿読み取り動作を行う機能に対応するプログラムを他の
機能に対応するプログラムより先に前記プログラム記憶手段から読み出して起動するよう
制御する制御ステップと、
を有することを特徴とする画像処理装置の起動方法。
【請求項２１】
　複数の機能を備える画像処理装置の起動方法であって、
　前記画像処理装置が備える複数の機能に対応した複数のプログラムをプログラム記憶手
段に記憶するプログラム記憶ステップと、
　前記画像処理装置が備える複数の機能に関する操作指示を受け付ける操作ステップと、
　電源起動時又は省電力状態からの復帰時に、前記操作ステップで前記複数の機能のいず
れかに対応する操作指示を受け付けた場合には、前記複数の機能に対応する複数のプログ
ラムの全てを起動することなく前記操作指示を受け付けた機能に対応するプログラムを前
記プログラム記憶手段から読み出して起動するよう制御する制御ステップと、
を有することを特徴とする画像処理装置の起動方法。
【請求項２２】
　複数の機能を備える画像処理装置の起動方法であって、
　前記画像処理装置が備える複数の機能に対応した複数のプログラムをプログラム記憶手
段に記憶するプログラム記憶ステップと、
　前記機能毎の使用回数を使用回数記憶手段に記憶する使用回数記憶ステップと、
　電源起動時又は省電力状態からの復帰時に、前記使用回数記憶手段に記憶された機能毎
の使用回数に基づいて、優先的に起動する機能を選択する選択ステップと、
　前記選択ステップで選択した機能に対応するプログラムを他の機能に対応するプログラ
ムより先に前記プログラム記憶手段から読み出して起動するように制御する制御ステップ
と、
を有することを特徴とする画像処理装置の起動方法。
【請求項２３】
　複数の機能を備える画像処理装置の起動方法であって、
　前記画像処理装置が備える複数の機能に対応した複数のプログラムをプログラム記憶手
段に記憶するプログラム記憶ステップと、
　１つ以上のインターフェース手段によって外部装置と接続するインターフェースステッ
プと、
　電源起動時又は省電力状態からの復帰時に、前記インターフェース手段の接続状態に基
づいて、前記画像処理装置が備える複数の機能のうち、優先的に起動する機能を選択する
選択ステップと、
　前記選択ステップで選択した機能に対応するプログラムを他の機能に対応するプログラ
ムより先に前記プログラム記憶手段から読み出して起動するように制御する制御ステップ
と、
を有することを特徴とする画像処理装置の起動方法。
【請求項２４】
　請求項１８乃至２３のいずれか１項に記載された画像処理装置の起動方法をコンピュー
タに実行させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、複数の機能を備える画像処理装置であって、前記画像処理装置が備える複数
の機能に対応した複数のプログラムを記憶するプログラム記憶手段と、電源オフ状態又は
省電力状態において、前記複数の機能のいずれかの選択の指示を受け付ける受付手段と、
前記受付手段が受け付けた機能に対応するプログラムを他の機能に対応するプログラムよ
りも先に前記プログラム記憶手段から読み出して起動するように制御する制御手段とを有
することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明は、複数の機能を備える画像処理装置であって、前記画像処理装置が備え
る複数の機能に対応した複数のプログラムを記憶するプログラム記憶手段と、ユーザ情報
毎に優先的に起動する機能を示す優先機能選択情報を記憶するユーザ情報記憶手段と、電
源起動時又は省電力状態からの復帰時に、ユーザ情報を入力する入力手段と、前記入力手
段により入力されたユーザ情報に対応する優先機能選択情報が前記ユーザ情報記憶手段に
記憶されている場合、該優先機能選択情報に対応するプログラムを他の機能に対応するプ
ログラムより先に前記プログラム記憶手段から読み出して起動するように制御する制御手
段とを有することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明は、複数の機能を備える画像処理装置であって、前記画像処理装置が備え
る複数の機能に対応した複数のプログラムを記憶するプログラム記憶手段と、電源起動時
又は省電力状態からの復帰時に、原稿から画像を読み取る読取手段、又は、前記読取手段
に原稿を給装する給送手段に原稿がセットされていると判定した場合には、前記複数の機
能のうち原稿読み取り動作を行う機能に対応するプログラムを他の機能に対応するプログ
ラムより先に前記プログラム記憶手段から読み出して起動するよう制御する制御手段とを
有することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　さらに、本発明は、複数の機能を備える画像処理装置であって、前記画像処理装置が備
える複数の機能に対応した複数のプログラムを記憶するプログラム記憶手段と、前記画像
処理装置が備える複数の機能に関する操作指示を受け付ける操作部と、電源起動時又は省
電力状態からの復帰時に、前記操作部が前記複数の機能のいずれかに対応する操作指示を
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受け付けた場合には、前記複数の機能に対応する複数のプログラムの全てを起動すること
なく前記操作指示を受け付けた機能に対応するプログラムを前記プログラム記憶手段から
読み出して起動するよう制御する制御手段とを有することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、本発明は、複数の機能を備える画像処理装置であって、前記画像処理装置が備え
る複数の機能に対応した複数のプログラムを記憶するプログラム記憶手段と、前記機能毎
の使用回数を記憶する使用回数記憶手段と、電源起動時又は省電力状態からの復帰時に、
前記記憶手段に記憶された機能毎の使用回数に基づいて、優先的に起動する機能を選択す
る選択手段と、前記選択手段が選択した機能に対応するプログラムを他の機能に対応する
プログラムより先に前記プログラム記憶手段から読み出して起動するように制御する制御
手段とを有することを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、本発明は、複数の機能を備える画像処理装置であって、前記画像処理装置が備え
る複数の機能に対応した複数のプログラムを記憶するプログラム記憶手段と、外部装置と
接続するための１つ以上のインターフェース手段と、電源起動時又は省電力状態からの復
帰時に、前記インターフェース手段の接続状態に基づいて、前記画像処理装置が備える複
数の機能のうち、優先的に起動する機能を選択する選択手段と、前記選択手段が選択した
機能に対応するプログラムを他の機能に対応するプログラムより先に前記プログラム記憶
手段から読み出して起動するように制御する制御手段とを有することを特徴とする。
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